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の貿易の発展とともに，ジュート袋の需要が拡大し
たからである。カルカッタから原料ジュートを積ん
でやってきた帆船で，ダンディーの港は賑わい，町
にはジュート工場の煙突が林立した。
　ところが，原料ジュートの積み出し港であるカル
カッタで，20世紀に入ってからジュート産業が発展
するとともに，ダンディーのジュート産業は衰退し
はじめる。カルカッタのジュート産業が賃金コスト
と輸送費の点で有利な立場にあったからである。し
かし，第一次世界大戦の勃発とともにダンディーの
ジュート産業は再び興隆期を迎える。致壕や建物の
防御のために土の需要が急激に増加したからであ
る。しかし，大戦の終結とともにジュート袋の需要
は激減した。さらに熱帯農産物や穀物の船舶輸送が
バラ積みに変わり，港湾施設の近代化にともなう荷
役の機械化がこれに追い討ちをかけた。その結果，
ダンディーのジュート産業はわずか数社を残すのみ
となり，ダンディーの街自体も大きく衰退していっ
た。
　現在のダンディーはさびれた一地方小都市であ
り，港は閑散とした小漁港にすぎず，ジュート産業
で賑わった昔日の面影はない。こうしたダンディー
の歴史はいわば今日いわれるブーメラン効果がすで
に20世紀初頭においても存在していたことを物語
る。
　本研究はこうしたダンディーの興隆と衰退の過程
を，ジュート産業を通じてカルカッタと関連させな
がら明らかにし，植民地支配下における中枢・周辺
関係の再検討を試みようとするものである。カル
カッタのジュート産業の発展過程については，ある
程度既存の研究があるが，ダンディーのジュート産
業と関連づけて捉えるという視点は希薄である。95
年度には，主としてインド側の関係図書資料を収集
してその点を補いつつカルカッタのジュート産業の
発展過程を見直す作業をおこなった。96年度には研
究の重点をダンディーに移し，資料の収集と分析を
おこなう予定である。
　スコットランドのダンディーは，かってリンネン
の生産で栄えた港町であった。19世紀後半以降，英
領インドのベンガル地方で原料ジュートの生産が始
まるとともに，リンネンの織物業はジュート産業
（ジュート袋の生産）に次第に転換し，ダンディー
はその世界的な生産地となった。熱帯農産物（コー
ヒー，茶，ココア，砂糖）や穀物（小麦，米など）
